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注)途 中式も採点の対象となるので,あ る程度計算
の過程が追えるように書くこと.

ただし,単振動の解や摩擦による減衰を表す解など,知っているものは導出を示さず

に用いてよい。50点満点.

[11時刻ι=0で 原点で静止していた質も の粒子に,力F=∫ (coS ωt,Sin ωt)が働

いている(∫,ωは定数で,摩擦等は考えなくて良い)。この粒子の座標を時間の関数と

して解け。(10点)

[21速度に比例する抵抗を考慮し,ボール
の垂直投げ上げを考える。上向きをz軸 の

正に取り,、いの学正の定数とすれば,υ>0の間は
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と表せるだろう。原点z=0か ら初速度υ。(>0)で 投げ上げたとし,最高到達点鶴ax

を求めよ.(10点)

i3]単振動を生じる力F=一 た″に加えて弱い摩擦F′
=-2π γυを考慮し,減衰振動

となる(過減衰や臨界減衰にはならない)場合を考える(ここでυ=J″/洗)・解の形

を″=Ac― γt sin(ωι tt θ)と仮定して運動方程式に代入し,ωを決めよ。またι
=0で

υ=υ。かつ″=0を 初期条件としてA,θを求めよ.(10点 )

[41バネ定数たのバネに固定された質量%の 質点に,振動的な外力を加えたとする

と,運動方程式は,
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と表される。ただしω=/7πである。
(1)特解をを″ノ=σ θ

をωrtまたは″∫=ス cos ωノιとおいて求めよ.(10点)

(2)t=0で 質点は原点に静止していたとして,解 ″を求めよ.(10点)


